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の
世
界
も
同
様
だ
。
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
前
哨

戦
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
グ
ロ

ー
ブ
賞
は
、
そ
の
主
催
団
体
の
メ
ン
バ
ー
構

成
が
多
様
性
に
欠
け
る
と
批
判
さ
れ
、
非
白

人
や
女
性
の
比
率
を
増
や
す
な
ど
対
応
に
追

わ
れ
て
き
た
▼
才
能
を
た
た
え
、
そ
の
背
中

を
押
す
「
顕
彰
」
と
い
う
行
為
自
体
が
、
現

代
に
お
い
て
再
考
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
誰
が
、
誰
を
た
た
え
る

の
か
。
対
象
の
絞
り
込
み
方
を
含
め
て
、
ど

の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
い
る
の
か
。

「
顕
彰
」
す
る
側
が
、
そ
の
権
威
の
由
来
を

問
わ
れ
て
い
る
の
だ
▼
３
月
に
発
表
さ
れ

る
第
96
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
は
、「
原
爆
の

父
」
と
呼
ば
れ
る
物
理
学
者
を
題
材
に
し
た

『
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
』
が
最
多
13
部
門
に

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
お
り
、
同
月
下
旬
の
日

本
公
開
も
決
定
し
て
い
る
。
建
設
的
な
議
論

が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

第
66
回
グ
ラ
ミ
ー
賞
が
発
表
さ
れ
、
シ
ン

ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
マ
イ
リ
ー
・
サ

イ
ラ
ス
が
「
年
間
最
優
秀
レ
コ
ー
ド
」
を
含

む
２
部
門
を
受
賞
し
た
▼
グ
ラ
ミ
ー
賞
は
近

年
、
足
元
を
揺
ら
が
さ
れ
て
き
た
。
以
前
、

最
優
秀
ラ
ッ
プ
・
ア
ル
バ
ム
賞
を
受
賞
し
た

黒
人
ラ
ッ
パ
ー
が
、
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
時
点

で
主
催
者
側
に
偏
見
が
あ
る
、
ジ
ャ
ン
ル
レ

ス
な
作
品
で
も
有
色
人
種
へ
の
眼
差
し
に
基

づ
く
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
を
さ
れ
る
と
い
う
批
判

を
し
た
よ
う
に
、
人
種
・
ジ
ャ
ン
ル
・
部
門

を
巡
る
議
論
が
断
続
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
Ｒ
＆
Ｂ
界
で
、
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
た

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
モ
ネ
が
最
優
秀
新
人
賞
を

受
賞
。
最
多
９
部
門
ノ
ミ
ネ
ー
ト
の
Ｓシ

ザ
Ｚ
Ａ

の
主
要
４
部
門
の
受
賞
は
な
か
っ
た
▼
映
画

白
雪
のつ
み
に
し
山
ゆ

　
ほ
の
〴
〵
と
音
聞
え
來
ぬ
。

　
　
命
め
で
た
く

（『
倭
を
ぐ
な
』）

釈
　
迢
空

「
二
月
十
一
日
」

４
・
５
面
に
関
連
記
事

　

水
中
に
眠
る
い
わ
ゆ
る
〝
お
宝
〞
は
、
見
つ
け

る
の
も
大
変
だ
が
、
見
つ
け
た
後
も
ま
た
大
変

だ
。
水
面
下
に
あ
る
水
中
遺
跡
を
調
査
・
研
究
す

る
水
中
考
古
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
池
田
榮
史
・

研
究
開
発
推
進
機
構
教
授
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
挑

戦
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
耳
を
傾
け
て
い
る
と
、
解
決

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
の
多
さ
に
驚
く
。

　

多
く
の
人
が
知
る
、
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
と
い
う
歴

史
的
な
出
来
事
。
そ
の
〝
伝
説
〞
を
裏
づ
け
る
、

沈
没
し
た
元
軍
船
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
は
か
つ
て
世
間
を
騒
が
せ
た
が
、
し
か
し
安
易

に
引
き
揚
げ
て
し
ま
っ
て
は
、
む
し
ろ
劣
化
が
進

ん
で
し
ま
う
と
い
う
の
だ
。
池
田
教
授
は
今
、
近

い
将
来
に
訪
れ
る
は
ず
の
沈
没
船
引
き
揚
げ
の
日

に
向
け
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
る
。

　

海
の
中
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
学
問
分
野
自
体
に

池
田
教
授
が
〝
ダ
イ
ブ
〞
し
た
の
に
は
、
ど
ん
な

理
由
や
経
緯
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
目
の
前
も

見
通
せ
な
い
水
中
で
さ
え
、
遺
跡
や
遺
物
が
見
つ

か
る
よ
う
に
、
研
究
者
の
歩
み
も
ま
た
、
ふ
と
し

た
き
っ
か
け
で
大
き
く
進
展
す
る
も
の
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

研
究
者に
聞聞
く

研究開発推進機構・池田榮史教授
水中考古学水中考古学をを切り開く切り開く

２年連続増の
約１万3500人が志願

A日程入学試験

　

国
学
院
大
学
の
前
期
一
般
選

抜
入
学
試
験
で
あ
る
A
日
程

入
学
試
験
が
２
月
２
日
か
ら
４

日
ま
で
の
３
日
間
で
実
施
さ
れ

た
。
A
日
程
の
志
願
者
は
約

１
万
3
5
0
0
人
と
な
り
、
昨

年
度
か
ら
約
5
0
0
人
増
加
。

２
年
連
続
増
と
な
っ
た
。

　

試
験
は
渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー

ザ
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
加
え
、
８

都
市
（
札
幌
、
仙
台
、
新
潟
、

長
野
、
静
岡
、
名
古
屋
、
大

阪
、
福
岡
）
に
も
地
方
会
場
を

設
け
実
施
さ
れ
た
。

　

渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
両
キ

ャ
ン
パ
ス
の
試
験
会
場
で
は
、

到
着
し
た
受
験
生
た
ち
が
入
り

口
前
の
掲
示
板
で
受
験
票
を
片

手
に
自
身
の
受
験
教
室
を
確
認

す
る
と
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
向
か
っ
て

い
っ
た
。
ま
た
、
付
き
添
い
に

訪
れ
た
保
護
者
や
家
族
か
ら
、

こ
れ
か
ら
試
験
に
臨
む
受
験
生

に
対
し
て
エ
ー
ル
を
送
る
様
子

も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

　

試
験
は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
終
了
し
、
13
日
に
は
合
格

発
表
が
行
わ
れ
た
。
後
期
一
般

選
抜
入
学
試
験
で
あ
る
B
日

程
入
学
試
験
は
、
３
月
２
日
に

渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
両
キ
ャ

ン
パ
ス
で
実
施
さ
れ
る
。
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公
認
会
計
士
合
格
者・国
家
公
務
員
総
合
職

内
定
者
が
佐
栁
理
事
長
へ
進
路
報
告

税
理
士
試
験

合
格
者
祝
賀
会

難関試験突破者を祝福会計士・税理士・国家総合職など

西川佳代・元専門職大学院法務
研究科（法科大学院）教授逝去
　国学院大学元専門職大学院法務研究科（法
科大学院）教授、横浜国立大学大学院国際社
会科学研究院教授の西川佳代氏が１月25日
に逝去。56歳。
　西川氏は昭和42年生まれ。平成２年九州
大学法学部卒業、７年同大学院博士後期課程
単位取得退学。同年国学院大学法学部専任講
師、10年助教授、17年同研究科教授、25年
自己都合退職。
　専門は民事法。葬儀は既に執り行われた。

黒川恒雄・元経済学部教授逝去
　国学院大学元経済学部教授の黒川恒雄氏が
昨年10月１日に逝去。93歳。
　黒川氏は昭和５年生まれ。28年京都大学
経済学部卒業。日本銀行、学校法人工学院大
学勤務を経て平成８年国学院大学経済学部教
授、13年定年退職。
　専門は情報システム学。葬儀は既に執り行
われた。

トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　定定員　料料金　申申し込み　問問い合わせ
… 在学生　 … 保証人　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からのお知らせ
国学院大学生協への出資金返還

内 生協加入時にお預かりした出資金の返還手
続きを開始します。令和５年度の手続きの
詳細は生協ＨＰ（https://www.kgucoop.
or.jp/henkan2.html）をご覧ください。
返還期限は令和８（2026）年２月末です。
期限内での返還手続きをお願いします。
日３月４日㈪～
対令和５年度卒業生
問生協事務所（☎03・5466・0165）

博物館
料無料
時 10時～18時（最終入館17時30分）。祝日を除く月曜休館
※ 博物館関連イベントの問い合わせは☎03・5466・0359

内 北武蔵冑山村（現・埼玉県熊谷市）の名家「根岸家」の11代当主・根
岸友山とその子息・武香は、著名な“好古家”として知られてきまし
た。この度、武香の蒐

しゅう

集
しゅう

品が精緻な彩色画で記録された図譜が再発見
され、科研費事業の成果のもと、本展で初公開する運びとなりました。
同家あるいは各所に残る実際の資料と図譜を対比して展示することで、
その膨大なコレクションの一端を紹介します。
日２月17日㈯～４月14日㈰　※期間中ミュージアムトーク２回実施
場博物館企画展示室

企画展「榧園好古図譜―北武蔵の名家・根岸家の古物（たから）」
　「國學院大學学報」では、読者の
皆さまからのご意見・ご感想を募集
しています。
　今後の紙面作りの参考にさせてい
ただきますので、以下（二次元コー
ド）のフォームから、
ぜひご協力をお願いい
たします。　
問総合企画部広報課
    （☎03・5466・0130）

読者アンケート
本紙へのご感想をお待ちしています

　

本
学
独
自
の
難
関
試
験

突
破
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
K
―

P
L
A
S
（
ケ
ー
プ
ラ
ス
）」

の
受
講
生
で
、
令
和
５
年
度

の
公
認
会
計
士
試
験
に
合
格

し
た
真
家
拓
海
さ
ん
（
経

４
）、
上
野
葉
奈
さ
ん
（
史

４
）
と
国
家
公
務
員
総
合
職

（
キ
ャ
リ
ア
官
僚
）
と
し
て

消
費
者
庁
に
採
用
内
定
し
た

最
上
奏
羽
さ
ん
（
法
４
）
の

３
人
が
１
月
26
日
、
佐
栁
正

三
理
事
長
に
そ
れ
ぞ
れ
の
進

路
の
報
告
を
行
っ
た
＝
写
真

上
。

　

佐
栁
理
事
長
か
ら
３
人
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね

　

国
学
院
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
の
大
学
院
生
・
修

了
生
を
対
象
と
し
た
税
理
士

　

国
際
交
流
送
別
会
が
１
月

26
日
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
、
学
生
・
教
職
員

ら
約
60
人
が
参
加
し
、
留

学
期
間
を
終
え
る
大
学
院

交
換
留
学
生
６
人
、
K
―

S
T
E
P
交
換
留
学
生
１

人
を
送
別
し
た
。
初
め
に
尾

近
裕
幸
理
事
（
経
済
学
部
教

授
）
が
「
学
び
で
も
学
生
生

活
で
も
、
交
換
留
学
生
の
皆

さ
ん
の
留
学
が
実
り
多
い
も

の
で
あ
っ
た
な
ら
う
れ
し

い
。
帰
国
し
て
か
ら
も
そ
れ

ぞ
れ
の
地
で
学
び
を
修
め
、

元
気
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て
田

原
裕
子
・
国
際
交
流
推
進
部

長
（
同
学
部
教
授
）
が
交
換

留
学
生
一
人
一
人
に
修
了
証

を
手
渡
す
と
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
交
換

留
学
生
た
ち
は
笑
顔
を
見
せ

て
い
た
。

　

交
換
留
学
生
た
ち
は
、
留

学
期
間
を
振
り
返
り
日
本

語
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、

「
来
日
す
る
前
は
不
安
を
感

じ
て
い
た
が
、
国
学
院
大
学

の
学
生
、
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が

優
し
く
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。
み
ん
な
と
出
会
え
た

こ
と
に
感
謝
し
た
い
」
な
ど

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語

っ
て
い
た
。
会
の
合
間
に

は
、
思
い
出
の
写
真
を
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
で
紹
介
。
留
学

期
間
を
通
じ
、
本
学
学
生
と

交
換
留
学
生
が
と
も
に
過
ご

し
た
日
々
の
様
子
が
流
れ
る

た
び
に
、
笑
い
声
や
懐
か
し

む
声
が
会
場
に
あ
ふ
れ
て
い

た
。

国
際
交
流
送
別
会

大
学
院
交
換
留
学
生
ら
７
人
が
修
了

　

地
域
貢
献
、

課
外
活
動
な
ど

優
れ
た
活
動
に

取
り
組
ん
だ
学

生
を
表
彰
す
る

「
人
間
開
発
学

部
学
部
長
賞
」

の
表
彰
式
が
１

月
17
日
、
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
わ

れ
、
18
人
が
表

彰
さ
れ
た
。
太

田
直
之
・
人

間
開
発
学
部
長

（
教
授
＝
前
列
左
か
ら
４
人
目
）
か
ら
受

賞
者
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
、
学
生
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
や
そ
こ
で
得
た

学
び
、
今
後
の
抱
負
を
述
べ
た
。

　

18
日
に
は
同
賞
受
賞
者
と
教
職
員
と
で

同
学
部
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
話
し
合
う

人
間
開
発
学
部
学
生
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

た
。
学
生
か
ら
は
３
学
科
の
連
携
強
化

や
、
就
職
活
動
支
援
な
ど
に
つ
い
て
期
待

す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
受
賞
し
た
学
生

は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

◆
初
等
教
育
学
科
▼
３
年
▽
石
田
こ
は
る

▽
大
川
遥
夏
▽
金
沢
栄
吾
▽
古
賀
真
音
▽

福
田
涼
真
▽
福
元
誠
人

◆
健
康
体
育
学
科
▼
４
年
▽
清
住
今
日
子

▽
中
尾
公
洋
▼
３
年
▽
西
川
宏
人
▽
西
川

幹
大
▼
２
年
▽
阿
閉
怜
奈
▽
出
牛
悠
紀
▽

中
谷
心
美

◆
子
ど
も
支
援
学
科
▼
４
年
▽
中
村
真
緒

▽
藤
井
未
来
▼
３
年
▽
泉
真
由
▽
坂
元
力

▼
１
年
▽
サ
キ
ャ
花
蓮

人間開発学部 学部長賞表彰式、学生懇談会を実施

試
験
合
格
者
祝
賀
会
が
1
月

27
日
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。
同
祝
賀
会
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
令

和
２
（
２
０
２
０
）
年
以
来

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
。
今
年
度
の
税
理
士
試
験

に
合
格
し
た
大
学
院
生
7
人

に
加
え
、
祝
賀
会
が
行
え
な

か
っ
た
年
度
の
合
格
者
の
修

了
生
に
対
し
て
、
大
学
院
の

石
本
道
明
・
代
表
幹
事
（
文

学
部
教
授
）
＝
同
下
＝
と
細

井
長
・
経
済
学
研
究
科
委
員

長
（
経
済
学
部
教
授
）、
指

導
に
あ
た
っ
た
教
員
陣
ら
か

ら
、
合
格
者
た
ち
の
努
力
が

た
た
え
ら
れ
、
祝
福
の
言
葉

が
贈
ら
れ
た
。

て
き
た
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に

対
し
て
の
労
い
と
と
も
に

「
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
る
」
と
祝

福
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
公
認
会
計

士
試
験
合
格
者
は
３
年
連

続
、
国
家
公
務
員
総
合
職
内

定
者
は
２
年
連
続
の
輩
出
と

な
る
。

大学院委員長特別賞
表彰式を実施
　大学院委員長特別賞の表彰式が１月17
日、渋谷キャンパスで行われた。同賞は大学
院学生の学修意欲の向上を目的とし、優秀な
学業成績を収めた学生の業績をたたえ、誇り
をもって研究活動を継続できるよう表彰を行
う制度として創設された。
　受賞学生は以下の通り（敬称略）。
▷高夢雨（博後文２）▷上出大河（博後文
２）▷草山菜摘（博前文１）▷柿本拓郎（博
前法１）

院友・武岡選手
柔道グランドスラム制覇
　２月２日、フランス・パリで開催された柔
道のグランドスラム（ＧＳ）男子66kg級で
院友（卒業生）の武岡毅選手（令４卒・130
期日文、パーク24）が、世界選手権を２度
制覇した丸山城志郎選手（ミキハウス）を決
勝戦で延長の末に優勢で破り、国際大会で初
優勝を果たした。

株式会社フォーバルと
相互連携協定
　国学院大学（学長・針本正行）と株式会社フ
ォーバル（代表取締役社長・中島將典）は１月
22日、寄附講座の実施や人材育成に関する分
野で相互連携、協力することに合意し、基本協
定を締結した。締結後、針本学長は「日本を支
えるＤＸ人材育成に向けた寄附講座が開講さ
れ、新たな学びが始まり、学生にとって有意義
なものになると感じている」とあいさつした。

令
和
５
年
度 

補
正
予
算
成
立
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類
苑
』
編
纂
、
⑤
講
演
会
開
催
と

講
演
録
・
通
信
講
義
の
発
行
な
ど

か
ら
な
る
事
業
綱
領
を
示
し
た
。

た
だ
し
、
時
局
（
財
政
の
困
窮
極

致
、
日
清
戦
争
へ
の
突
入
な
ど
）

の
関
係
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
④
で

は
従
前
ま
で
の
教
科
書
編
纂
が
削

除
さ
れ
る
な
ど
編
纂
・
出
版
計
画

は
縮
小
後
退
し
た
ら
し
い
。

  

の
ち
佐
佐
木
高
行
が
所
長
・
院

長
に
就
任（
明
治
29
年
）す
る
と
、

人
事
刷
新
や
規
則
改
正
と
い
っ
た

諸
改
革
が
進
め
ら
れ
、よ
う
や
く

編
纂
・
出
版
事
業
に
も
回
復
の
兆

し
が
見
え
た
。明
治
36
年
に
は
事

業
拡
大
に
と
も
な
い
、編
輯
部
が

国
学
院
の
所
轄
か
ら
経
営
分
離
さ

れ
て
い
る
。図
書
編
纂
・
出
版
事
業

の
本
格
化
を
企
図
し
た
も
の
だ
ろ

う
。ま
た
、こ
の
か
ん
皇
典
講
究
所

卒
業
生
や
国
学
院
同
窓
会
に
よ
る

書
籍
の
編
纂
や
院
友
研
究
会
・
史

学
講
究
会
の
発
足
を
み
る
な
ど
、

明
治
20
年
代
後
半
か
ら
同
30
年
代

に
か
け
皇
典
講
究
所
・
国
学
院
内

外
で
文
運
興
隆
の
機
運
が
醸
成
さ

れ
た
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。た

だ
し
、出
版
関
連
事
業
の
い
わ
ば

勇
み
足
は
、や
が
て
教
科
書
編
修

出
版
問
題
を
惹
起
す
る
。

  

な
お
、
文
運
盛
り
上
が
り
の
嚆

矢
的
出
来
事
と
し
て
特
筆
す
べ
き

は
、
明
治
27
年
、
募
金
計
画
と
し

て
特
別
賛
成
員
・
通
常
賛
成
員
に

非
売
品
の
雑
誌
の
頒
布
を
打
ち
出

し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
こ

そ
本
年
創
刊
1
3
0
周
年
の
節
目

を
迎
え
る
『
國
學
院
雑
誌
』
で
あ

る
。
黎
明
期
皇
典
講
究
所
・
国
学

院
の
事
業
に
み
え
る
書
籍
の
編
纂

・
刊
行
は
、
そ
の
水
脈
を
今
日
ま

で
豊
か
に
湛
え
続
け
て
い
る
。

　
研
究
開
発
推
進
機
構

　
助
教
（
特
別
専
任
）
比
企
貴
之

　
明
治
期
の
皇
典
講
究
所
・
国
学

院
で
は
、
日
頃
の
学
術
研
究
の
成

果
や
知
見
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
書

籍
と
し
て
編
纂
・
刊
行
し
、
社
会

へ
と
還
元
す
る
こ
と
が
そ
の
事
業

の
柱
石
の
一
つ
と
し
て
位
置
し
て

い
た
。
も
っ
と
も
、
皇
典
講
究
所

は
創
設
か
ら
わ
ず
か
３
年
後
に

は
、
そ
の
財
政
は
「
甚
不
都
合

之
至
ニ
有
之
候
、
…
…
前
途
甚

不
安
心
之
儀
候
ニ
付
」（
明
治
18

〈
1
8
8
5
〉
年
）
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。
明

治
期
皇
典
講
究
所
・
国
学
院
に
お

け
る
書
籍
編
纂
・
出
版
事
業
に

は
、
一
方
で
財
政
困
窮
の
挽
回
の

た
め
の
方
策
と
い
う
側
面
も
あ
っ

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

  

例
え
ば
、
国
学
院
設
置
に
重
大

な
役
割
を
果
た
し
た
山
田
顯
義

（
皇
典
講
究
所
所
長
・
司
法
大

臣
）
は
、
財
政
的
に
「（
皇
典
講

究
所
が
）
将
来
維
持
の
方
法
困

難
」
で
あ
る
こ
と
を
看
破
し
て
い

た
。
そ
こ
で
事
業
拡
張
の
協
議
会

を
催
し
、
①
国
学
院
・
日
本
法
律

学
校
設
置
の
他
、
中
等
学
校
と
師

範
学
校
の
教
員
資
格
取
得
、
②
国

体
お
よ
び
固
有
倫
理
に
か
ん
す
る

教
科
書
の
編
纂
、
③
新
聞
雑
誌
に

よ
る
宣
伝
、
④
通
信
教
育
導
入
と

校
外
生
募
集
な
ど
を
計
画
し
た
。

ま
た
山
田
は
『
古
事
類
苑
』
や
教

科
書
編
纂
事
業
遂
行
の
必
要
に
つ

い
て
演
説
を
お
こ
な
う
な
ど
、
編

纂
・
出
版
事
業
に
寄
せ
る
期
待
は

並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

  

と
こ
ろ
が
、
山
田
は
急
逝
し

（
明
治
25
年
）、
臨
時
に
松
野
勇

雄
監
事
ら
が
経
営
を
領
導
す
る
こ

と
と
な
る
。
か
れ
ら
に
よ
り
組
織

や
事
業
の
改
定
発
展
案
と
し
て
立

案
さ
れ
た
『
皇
典
講
究
所
御
処
分

案
』
で
は
、
事
業
を
教
育
と
編
纂

の
二
部
門
立
て
と
す
る
大
胆
な
構

成
を
採
用
し
、
と
く
に
後
者
に
は

①
文
部
省
委
託
『
古
事
類
苑
』
の

編
纂
継
続
、
②
教
科
書
編
纂
の
継

続
拡
張
、
③
帝
国
大
学
で
停
止
中

の
史
誌
編
纂
の
引
き
受
け
希
望
、

④
講
演
録
発
行
の
継
続
実
施
な
ど

の
施
策
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

  

さ
ら
に
松
野
の
死
去
（
明
治
26

年
）
を
経
て
、
新
た
に
院
長
に
立

っ
た
國
重
正
文
（
明
治
27
年
）

は
、
改
め
て
①
国
学
院
の
生
徒
養

成
、
②
学
階
授
与
試
験
の
施
行
、

③
礼
典
の
一
部
別
置
、
④
『
古
事

明
治
期
皇
典
講
究
所
・
国
学
院
の

 

編
纂
・
出
版
事
業

國重正文　山田顯義と同郷（萩）出身で親しく、
事業計画にあたっても山田の遺志の継承に努め
た。皇典講究所では会計監督として経営内情に
精通していた。
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令
和
５
年
度
学
校
法
人
国
学
院
大
学

補
正
予
算
は
、
１
月
25
日
の
理
事
会
・

評
議
員
会
で
承
認
、
成
立
し
た
。

◇
資
金
収
支
補
正
予
算

　

資
金
収
支
予
算
は
、
会
計
年
度
中
の

す
べ
て
の
収
入
お
よ
び
支
出
の
内
容
と

支
払
資
金
の
顛て

ん

末ま
つ

を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
補
正
予
算
総
額
は

3
0
5
億
7
4
0
0
万
円
で
、
当
初
予

算
額
対
比
７
億
4
1
0
0
万
円
の
増
額

と
な
っ
た
。
収
入
面
で
は
学
費
等
納
付

金
収
入
の
増
収
を
見
込
む
ほ
か
、
支
出

面
で
は
光
熱
水
費
の
増
額
（
約
４
０
０

０
万
円
）
を
計
上
し
て
い
る
。

◇
事
業
活
動
収
支
補
正
予
算

　

事
業
活
動
収
支
予
算
は
、
①
教
育
活

動
、
②
教
育
活
動
以
外
の
経
常
的
な
活

動
、
③ 

①
②
以
外
の
活
動
、
以
上
３

つ
の
事
業
活
動
収
支
の
内
容
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
会
計
年
度
に

お
い
て
基
本
金
に
組
み
入
れ
る
額
を
控

除
し
た
、
当
該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に

対
応
す
る
す
べ
て
の
事
業
活
動
お
よ
び

事
業
活
動
支
出
の
均
衡
の
状
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

本
補
正
予
算
に
お
い
て
は
、
基
本
金

組
入
前
収
支
差
額
は
３
億
円
の
収
入
超

過
、
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
は
1
0
8

億
1
0
0
0
万
円
の
支
出
超
過
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

　

詳
細
は
、
学
校
法
人
国
学
院
大
学

H
P
に
掲
載
し
て
い
る
。

 

（
財
務
部
経
理
課
）

令
和
５
年
度 

補
正
予
算
成
立

収入の部
科目 補正予算 予算 増減

学生生徒等納付金収入 14,542 14,483 59
手数料収入 728 941 △213
寄付金収入 362 351 11
補助金収入 2,784 2,802 △18
資産売却収入 0 0 0
付随事業・収益事業収入 229 141 88
受取利息・配当金収入 188 175 13
雑収入 312 270 42
借入金等収入 501 501 0
前受金収入 2,705 2,689 16
その他の収入 1,762 1,930 △168
資金収入調整勘定 △3,087 △3,299 212
当年度収入合計 21,026 20,984 42
前年度繰越支払資金 9,548 8,849 699
収入の部合計 30,574 29,833 741

※■第１号基本金…10億3600万円
　　教育の質向上のために取得した固定資産の価格
　■第２号基本金…３億円
　　教育の質向上のために将来取得する固定資産取得に充てるもの

事業活動収支補正予算書　令和５年４月１日から令和６年３月31日まで （単位：百万円）

科目 補正予算 予算 増減

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

学生生徒等納付金 14,542 14,483 59
手数料 728 941 △213
寄付金 328 319 9
経常費等補助金 2,767 2,792 △25
付随事業収入 179 141 38
雑収入 312 270 42
教育活動収入計 18,856 18,946 △90

事業活動
支出の部

人件費 10,177 10,339 △162
教育研究経費 6,845 6,689 156
管理経費 1,529 1,534 △5
教育活動支出計 18,551 18,562 △11

教育活動収支差額 305 384 △79

教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

受取利息・配当金 188 175 13
その他の教育活動外収入 50 0 50
教育活動外収入計 238 175 63

事業活動
支出の部

借入金等利息 7 7 0
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 7 7 0

教育活動外収支差額 231 168 63
経常収支差額 536 552 △16

科目 補正予算 予算 増減

特
別
収
支

事業活動
収入の部

資産売却差額 0 0 0
雑収入 0 0 0
その他の特別収入 62 52 10
特別収入計 62 52 10

事業活動
支出の部

資産処分差額 4 0 4
その他の特別支出 0 0 0
特別支出計 4 0 4

特別収支差額 58 52 6
［予備費］ 294 294 0
基本金組入前当年度収支差額 300 310 △10
基本金組入額合計 ※△1,336 △1,664 328
当年度収支差額 △1,036 △1,354 318
前年度繰越収支差額 △9,774 △10,695
基本金取崩額 0 0
翌年度繰越収支差額 △10,810 △12,049
（参考）
事業活動収入計 19,155 19,173 △18
事業活動支出計 18,855 18,863 △8

支出の部
科目 補正予算 予算 増減

人件費支出 10,313 10,311 2
教育研究経費支出 5,106 5,053 53
管理経費支出 1,416 1,426 △10
借入金等利息支出 7 7 0
借入金等返済支出 545 545 0
施設関係支出 643 1,038 △395
設備関係支出 401 335 66
資産運用支出 3,556 2,205 1,351
その他の支出 514 370 144
予備費 294 294 0
資金支出調整勘定 △349 △300 △49
当年度支出合計 22,446 21,284 1,162
翌年度繰越支払資金 8,128 8,549 △421
支出の部合計 30,574 29,833 741

資金収支補正予算書　令和５年４月１日から令和６年３月31日まで （単位：百万円）



4令和６年２月20日㈫　No. 731 特 集

　

水
中
考
古
学
と
は
、
水
面
下
に

あ
る
水
中
遺
跡
を
調
査
・
研
究
の

対
象
と
す
る
、
考
古
学
の
一
分
野

で
す
。
中
で
も
、
私
が
2
0
0
0

年
代
初
め
か
ら
調
査
・
研
究
に
力

を
注
い
で
い
る
の
は
、
伊
万
里
湾

の
一
部
で
あ
る
長
崎
県
松
浦
市
鷹

島
南
海
岸
の
沖
合
に
位
置
す
る

「
鷹
島
海
底
遺
跡
」
で
す
。

　

伊
万
里
湾
一
帯
は
、
モ
ン
ゴ
ル

襲
来
（
元
寇
）
の
最
後
の
舞
台
で

あ
り
、
弘
安
４
（
1
2
8
1
）
年

の
「
弘
安
の
役
」
の
際
に
は
総
数

4
4
0
0
艘
と
さ
れ
る
元
軍
船
の

多
く
が
暴
風
雨
に
よ
っ
て
沈
没
し

た
と
さ
れ
る
遺
跡
で
す
。
平
成
23

（
2
0
1
1
）
年
以
降
に
私
た
ち

が
発
見
し
た
「
鷹
島
一
号
沈
没

船
」
な
ら
び
に
「
鷹
島
二
号
沈
没

船
」
に
関
し
て
は
、
多
く
の
メ
デ

ィ
ア
で
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
っ
た
の

で
、
ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

沈
没
船
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど

改
め
て
触
れ
ま
す
が
、
現
在
進

行
し
て
い
る
の
は
、
令
和
４

（
2
0
2
2
）
年
10
月
に
引
き
揚

げ
た
、
元
軍
船
の
「
い
か
り
」
の

保
存
作
業
で
す
。
こ
の
作
業
は
、

単
に
一
つ
の
い
か
り
を
保
存
す
る

こ
と
だ
け
に
関
わ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
待
望
さ
れ

て
い
る
沈
没
船
の
引
き
揚
げ
を
含

め
て
、
実
は
水
中
考
古
学
の
今
後

を
占
う
も
の
な
ん
で
す
ね
。
私

も
、
大
き
な
期
待
を
抱
き
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
ぜ
、「
い
か
り
」
の
保
存
作

業
が
そ
こ
ま
で
重
要
な
の
で
し
ょ

う
か
。
順
を
追
っ
て
お
話
し
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
引
き
揚
げ
て
保
存
を
進
め

て
い
る
の
は
、
石
材
と
組
み
合
わ

さ
れ
た
木
製
の
大
型
い
か
り
で
し

て
、
こ
れ
は
「
鷹
島
一
号
沈
没

船
」
発
見
後
の
周
辺
調
査
の
中
で

平
成
25
（
2
0
1
3
）
年
に
確
認

し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

た
だ
当
時
は
、
私
た
ち
の
調
査

以
前
に
引
き
揚
げ
ら
れ
て
い
た
遺

物
で
現
地
の
保
存
処
理
装
置
の
ス

ペ
ー
ス
が
埋
ま
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
私
た
ち
で
は
確
実
に
保
存

処
理
を
施
す
段
取
り
が
つ
け
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
段
階
で
引

き
揚
げ
な
い
と
い
う
判
断
を
し
ま

し
た
。
無
理
に
引
き
揚
げ
て
し
ま

う
よ
り
は
海
底
に
埋
め
た
ま
ま
の

方
が
保
存
状
態
は
良
好
で
す
の

で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
の

で
す
ね
。

　

２
艘
の
沈
没
船
に
し
て
も
同
様

で
す
。
海
底
で
の
埋
め
戻
し
と
保

存
の
仕
方
に
も
、
実
は
い
ろ
い
ろ

と
細
か
な
試
行
錯
誤
や
実
践
の
経

緯
が
あ
る
の
で
す
が
│
│
と
言
い

ま
す
の
も
、
海
底
面
か
ら
露
出
し

た
木
材
は
、
フ
ナ
ク
イ
ム
シ
が
数

年
の
う
ち
に
蚕さ
ん

食しょ
くし
尽
く
し
て

し
ま
う
の
で
す
│
│
、
こ
の
こ
と

も
あ
っ
て
私
た
ち
は
、
保
存
処
理

の
段
取
り
が
つ
く
ま
で
、
沈
没
船

も
い
か
り
も
引
き
揚
げ
ず
に
き
た

わ
け
な
ん
で
す
ね
。

　

そ
こ
で
25
年
以
降
の
年
月
の
中

で
、
私
た
ち
は
従
来
の
水
中
考
古

学
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
き
た
保

存
処
理
方
法
を
見
直
す
研
究
を
進

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
木
材
の
保
存
処
理
に

は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル

（
P
E
G
）
と
い
う
保
存
処
理
剤

が
用
い
ら
れ
て
き
た
の
で
す
が
、

高
分
子
化
合
物
、
つ
ま
り
非
常

に
複
雑
な
構
造
を
も
つ
P
E
G

は
、
木
材
へ
の
含
浸
が
な
か
な
か

進
ま
な
い
ん
で
す
ね
。
例
え
ば
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
室
軍
艦
で
あ
る

バ
ー
サ
号
（
1
6
2
8
年
沈
没
）

は
、
昭
和
36
（
1
9
6
1
） 

年
に

引
き
揚
げ
ら
れ
た
の
で
す
が
、

P
E
G
に
よ
る
保
存
処
理
に
約

30
年
も
か
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
も
、
こ
う
し
た
P
E
G

を
用
い
た
保
存
処
理
で
は
長
い
時

間
が
か
か
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
後
劣
化
し
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
も
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
し
て

は
、
木
製
の
大
型
い
か
り
の
み
な

ら
ず
、
将
来
的
に
は
元
軍
船
を
引

き
揚
げ
、
保
存
し
て
い
き
た
い
わ

け
で
す
。
こ
れ
は
ま
ず
い
、
そ
も

そ
も
そ
の
処
理
に
時
間
が
か
か
る

と
い
う
こ
と
は
お
金
も
か
か
る

ぞ
、
さ
ら
に
は
保
存
処
理
し
て
も

劣
化
が
進
む
の
で
あ
れ
ば
、
も
っ

と
い
い
方
法
が
な
い
の
か
ど
う

か
、
保
存
科
学
の
専
門
家
の
方
に

も
ご
参
加
い
た
だ
き
な
が
ら
考
え

て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
こ
で
見
つ
け
た
新
た
な
保
存

処
理
剤
が
、
ト
レ
ハ
ロ
ー
ス
と
い

う
天
然
糖
質
で
す
。
食
品
業
界
で

は
長
ら
く
使
わ
れ
て
き
た
高
級
甘

味
料
で
し
た
が
、
折
よ
く
日
本
の

民
間
企
業
が
人
工
的
に
製
造
で
き

る
手
法
を
開
発
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
安
価
に
入
手
・
使
用
で
き
る

状
況
が
整
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
木
製
の

大
型
い
か
り
だ
と
P
E
G
で
は

保
存
処
理
に
10
年
以
上
か
か
る
の

が
、
ト
レ
ハ
ロ
ー
ス
を
用
い
れ
ば

約
２
〜
３
年
で
済
む
、
と
い
う
こ

と
も
だ
ん
だ
ん
わ
か
っ
て
き
た
ん

で
す
ね
。

　

さ
ら
に
は
、
P
E
G
で
あ
れ

ト
レ
ハ
ロ
ー
ス
で
あ
れ
、
木
材
に

含
浸
さ
せ
る
た
め
に
は
溶
液
の
温

度
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
の
太

陽
熱
集
積
保
存
処
理
シ
ス
テ
ム

も
、
同
じ
く
保
存
科
学
の
専
門
家

の
方
の
力
で
完
成
し
ま
し
た
。
先

ほ
ど
保
存
処
理
に
時
間
が
か
か
る

と
お
金
が
か
か
る
、
と
言
っ
て
い

た
の
は
電
気
を
利
用
す
る
か
ら
な

の
で
す
が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
太
陽
熱
を
用
い
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
た
こ
と
で
、
大
幅
な
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
も
可
能
に
な
っ
た
ん

で
す
ね
。

　

そ
こ
で
テ
ス
ト
と
し
て
、
以
前

に
鷹
島
沖
で
発
見
さ
れ
て
い
た
元

軍
船
の
隔
壁
板
（
船
内
の
仕
切
り

板
）
を
使
い
、
松
浦
市
立
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
で
ト
レ
ハ
ロ
ー
ス

に
よ
る
保
存
処
理
を
進
め
て
み
た

と
こ
ろ
、
処
理
期
間
が
短
縮
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
処
理
後
の
劣
化

も
な
さ
そ
う
だ
と
わ
か
り
ま
し

た
。

　

こ
の
テ
ス
ト
を
経
て
い
よ
い

よ
、い
か
り
の
引
き
揚
げ
と
い
う

段
階
に
進
ん
だ
の
で
す
。松
浦
市

で
は
令
和
２（
2
0
2
0
）年
か

ら
３
年
に
か
け
て
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
。目
標
の

1
0
0
0
万
円
を
超
え
る
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
少
し
遅

れ
ま
し
た
が
、引
き
揚
げ
作
業
の

見
学
ツ
ア
ー
も
実
施
。交
通
費
な

ど
を
自
己
負
担
し
て
ま
で
現
場
に

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
寄
付
者

の
方
々
、そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
と
、熱

気
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、い
か
り
の

引
き
揚
げ
は
行
わ
れ
ま
し
た
。そ

の
後
、令
和
５
年
４
月
の
段
階
で

脱
塩
処
理
が
終
わ
り
、ト
レ
ハ
ロ

ー
ス
に
よ
る
保
存
処
理
が
進
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
い
か
り
の
保
存
処
理
作
業

の
先
に
、
い
よ
い
よ
沈
没
船
の
引

き
揚
げ
が
待
っ
て
い
ま
す
。
本
当

に
楽
し
み
で
す
。

研
究
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聞聞
く水中考古学水中考古学のの未知未知へのへの挑戦挑戦

研究開発推進機構・池田榮史教授

「
い
か
り
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保
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に
期
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た
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究
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「
鷹
島
海
底
遺
跡
」
の
一
帯
で

は
、
以
前
よ
り
漁
師
さ
ん
の
網
に

モ
ン
ゴ
ル
襲
来
を
物
語
る
遺
物
が

か
か
る
こ
と
が
あ
り
、
昭
和
55

（
1
9
8
0
）
年
か
ら
は
さ
ま
ざ

ま
な
先
達
の
方
々
に
よ
り
、
調
査

研
究
が
断
続
的
に
進
め
ら
れ
て
き

て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
お
一

人
が
、
北
海
道
江
差
町
・
江
差
港

沖
合
で
発
見
さ
れ
た
旧
江
戸
幕
府

軍
艦
「
開
陽
丸
」
の
調
査
研
究
で

知
ら
れ
て
い
た
、
荒
木
伸
介
先
生

で
す
。
1
9
7
0
年
代
か
ら
一
貫

し
て
、
日
本
の
水
中
考
古
学
研
究

の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
い
ら
し
た
先
生

で
し
た
。
荒
木
先
生
と
の
ご
縁

で
、
平
成
４
（
1
9
9
2
）
年
以

降
に
私
も
「
鷹
島
海
底
遺
跡
」
の

調
査
研
究
に
深
く
関
係
す
る
よ
う

に
も
な
り
、
水
中
考
古
学
に
つ
い

て
も
ま
す
ま
す
の
め
り
こ
ん
で
い

く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

と
は
い
え
、
最
初
か
ら
全
て
が

順
調
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
沖
縄
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
し
て
い

る
時
は
、
水
中
も
透
明
で
綺
麗
な

も
の
な
ん
で
す
。
し
か
し
、
沖
縄

を
離
れ
れ
ば
ま
っ
た
く
事
情
は
異

な
っ
て
き
ま
す
。
鷹
島
で
初
め
て

潜
っ
た
時
は
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
自
分
の
目
の
前
も
ほ
と
ん
ど

見
え
な
い
、
ま
る
で
味
噌
汁
の
中

に
い
る
よ
う
な
状
態
。
海
中
に
張

っ
て
あ
る
ロ
ー
プ
を
た
ど
り
な
が

ら
発
掘
地
点
ま
で
た
ど
り
着
く
の

で
す
が
、
慣
れ
る
ま
で
は
怖
か
っ

た
で
す
ね
え
。

　

そ
れ
で
も
何
と
か
携
わ
っ
て
い

く
う
ち
、
荒
木
先
生
か
ら
、
今
後

の
調
査
は
君
が
や
れ
、
と
い
う
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
沖
縄
行
き

の
時
も
そ
う
で
し
た
が
、
先
生
や

先
輩
か
ら
そ
う
言
わ
れ
た
ら
私
は

「
は
い
」
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
（
笑
）。
18
年
か
ら
は
、
自
分

な
り
に
調
査
手
法
の
模
索
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
松
浦
市
と
私
た
ち

の
研
究
チ
ー
ム
で
共
同
調
査
す
る

よ
う
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

　

何
が
、
そ
こ
ま
で
自
分
を
動
か

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
鷹
島
に
し

た
っ
て
、
当
初
は
指
導
し
て
い
る

学
生
が
調
査
に
参
加
す
る
と
言
う

の
で
、
引
率
が
て
ら
一
緒
に
行
き

「
お
魚
が
美
味
し
い
な
あ
」
く
ら

い
に
思
っ
て
い
た
よ
う
な
状
態
か

ら
、
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
に
至

っ
た
の
で
す
か
ら
、
不
思
議
な
も

の
で
す
。

　

し
か
し
、
い
ざ
自
分
で
取
り
組

む
と
な
れ
ば
、
ま
ず
は
調
査
の
た

め
の
基
礎
情
報
を
取
得
す
る
方
法

を
考
え
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
手
始
め
と
し
て
音
波
探

査
に
よ
っ
て
、
地
図
と
地
質
の
情

報
を
で
き
る
か
ぎ
り
正
確
に
取
得

す
る
や
り
方
を
試
行
錯
誤
し
て
い

っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
一
つ
一

つ
の
積
み
重
ね
の
中
で
、
沈
没
し

た
２
艘
の
元
軍
船
の
発
見
が
あ
り

ま
し
た
し
、
お
話
し
し
た
よ
う
な

海
底
か
ら
の
遺
物
の
引
き
揚
げ
か

ら
保
存
処
理
を
巡
る
試
行
ま
で
の

過
程
が
あ
る
の
で
す
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
最
初
は
決
し

て
、
水
中
の
「
ロ
マ
ン
」
に
胸
を

高
鳴
ら
せ
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

「
一
体
こ
れ
は
、
ど
う
す
り
ゃ
い

い
ん
だ
ろ
う
」
と
頭
を
抱
え
て
、

ジ
タ
バ
タ
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

て
い
く
（
笑
）。
し
か
し
、
何
か

試
す
度
に
、
次
の
課
題
が
出
て
く

る
。
そ
し
て
そ
の
課
題
に
ま
た
取

り
組
む
、
と
い
う
作
業
が
エ
ン
ド

レ
ス
で
進
ん
で
い
く
。
そ
う
し
た

事
態
の
連
続
、
そ
れ
ら
と
向
か
い

合
う
プ
ロ
セ
ス
が
、
ま
る
で
ら
せ

ん
状
に
連
な
る
よ
う
に
ず
っ
と
続

い
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
き
っ
と
、
新
し
い
学
問

領
域
で
あ
る
か
ら
こ
そ
起
こ
る
よ

う
な
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
刺
激
的
な
〝
場
〞
に
、

私
は
研
究
者
と
し
て
遭
遇
で
き
て

い
る
。
そ
れ
は
と
て
も
幸
せ
な
こ

と
な
の
だ
ろ
う
と
、
こ
れ
ま
で
続

け
て
き
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

で
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
私
は
、

こ
こ
ま
で
水
中
考
古
学
の
世
界
に

深
入
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
お
話
し

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
最

初
は
私
も
、
海
で
は
な
く
、「
お

か
」
の
考
古
学
者
だ
っ
た
ん
で
す

よ
（
笑
）。

　

水
中
考
古
学
と
い
う
世
界
に
私

が
足
を
踏
み
入
れ
、
し
か
も
こ
こ

ま
で
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
に
は
、
縁
が
縁
を
呼
ぶ
よ
う

な
、
あ
る
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
は
、
本
学
で
助
手
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
陸

の
考
古
学
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す

（
笑
）。
私
は
熊
本
県
天
草
の
出

身
で
あ
り
、
学
生
時
代
は
九
州
の

古
墳
の
こ
と
を
研
究
し
て
い
ま
し

た
。
古
墳
時
代
の
後
半
期
に
な
る

と
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
影
響
の
も

と
、
日
本
の
古
墳
の
中
に
遺
体
を

収
め
る
部
屋
＝
横
穴
式
石
室
が
つ

く
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す

が
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ

ス
を
踏
み
な
が
ら
日
本
に
広
が
っ

て
い
く
の
か
を
研
究
し
て
い
た
ん

で
す
。

　

と
こ
ろ
が
助
手
に
な
っ
て
３

年
が
経
つ
頃
、
師
匠
で
あ
る
乙

益
重
隆
先
生
が
、
琉
球
大
学
で

ポ
ス
ト
の
募
集
が
出
た
ぞ
、
と

願
書
を
持
っ
て
き
た
ん
で
す
。

「
先
生
、
す
み
ま
せ
ん
、
私
は
一

度
も
沖
縄
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い

の
で
す
が
…
…
」
と
言
っ
た
の
で

す
が
、
こ
れ
は
も
う
時
効
だ
か
ら

お
伝
え
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
、

先
生
は
「
こ
う
い
う
の
は
宝
く
じ

と
一
緒
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん

で
す
ね
（
笑
）。
出
し
て
み
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
応
募
し
て
み
た
ら
、
こ
れ
も
ご

縁
な
の
で
し
ょ
う
、
沖
縄
行
き
が

決
ま
っ
た
の
で
し
た
。
昭
和
59

（
1
9
8
4
）
年
の
こ
と
で
す
。

　

沖
縄
に
は
古
墳
は
な
く
、
こ

の
地
域
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
考

古
学
と
い
う
も
の
を
探
究
し
て

い
た
最
中
で
あ
る
、
平
成
元

（
1
9
8
9
）
年
。
卒
業
論
文
の

指
導
を
し
て
い
た
中
の
ダ
イ
ビ
ン

グ
好
き
だ
っ
た
学
生
が
、
水
中
考

古
学
で
卒
論
を
書
き
た
い
と
言
い

だ
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
で
す
か
ら
周
囲
は
海
で
囲

ま
れ
て
い
ま
す
し
、
天
草
生
ま
れ

の
私
に
と
っ
て
も
海
は
身
近
な
存

在
で
し
た
が
、
研
究
対
象
と
し
て

は
捉
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
学

生
の
希
望
に
は
沿
い
た
い
、
し
か

し
自
分
は
水
中
の
こ
と
は
わ
か
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
私
も
ダ
イ

ビ
ン
グ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
す

る
こ
と
に
。
学
生
の
指
導
の
た
め

に
は
自
分
自
身
が
ま
ず
水
中
考
古

学
を
理
解
せ
ね
ば
い
け
な
い
と
、

い
く
つ
か
の
調
査
現
場
で
潜
水
作

業
を
体
験
し
、
学
生
に
引
き
ず
り

込
ま
れ
る
形
で
後
に
「
鷹
島
海
底

遺
跡
」
と
呼
ば
れ
る
一
帯
の
調
査

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
…
…
と
い

う
日
々
を
過
ご
す
う
ち
、
当
初
見

学
に
行
っ
て
い
た
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
私
が
、
現
地
の
報
告
書
作
成

を
手
伝
う
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

い
き
、
い
つ
の
間
に
か
水
中
を
フ

ィ
ー
ル
ド
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

水中考古学水中考古学のの未知未知へのへの挑戦挑戦
潜って見つけるだけではない 研究開発推進機構・池田榮史教授

新
た
な
課
題
に
向
き
合
い
続
け
る

「
水
中
考
古
学
」の
世
界
と
の
出
会
い
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国
学
院
大
学
と
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
高
校
生

新
聞
社
）
に
よ
る
第
27
回
全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス

ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
・
国
学
院
大
学

院
友
会
・
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文

部
科
学
省
・
全
国
高
等
学
校
長
協
会
・
全
国
高
等
学
校
国

語
教
育
研
究
連
合
会
・
日
本
進
路
指
導
協
会
）
と
、
第
19

回
「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：

国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学

院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学
省
・
農

林
水
産
省
・
全
国
高
等
学
校
長
協
会
・
日
本
進
路
指
導
協

会
）
に
は
両
コ
ン
テ
ス
ト
合
わ
せ
て
１
万
８
３
４
２
点

（
創
作
１
万
８
２
１
４
点
、
伝
承
文
化
１
２
８
点
）
の
応

募
が
あ
り
、
本
紙
令
和
５
年
12
月
号
で
既
報
の
通
り
に
各

部
門
の
入
賞
作
が
決
ま
っ
た
。
今
号
で
は
両
コ
ン
テ
ス
ト

で
栄
冠
を
射
止
め
た
各
部
門
の
最
優
秀
賞
作
品
７
点
を
紹

介
す
る
。

珠
玉
の
７
作
品
を
紹
介

　
 

 

高
校
生
向
け
２
コ
ン
テ
ス
ト

　

今
に
も
心
臓
が
飛
び
出
し
て
し
ま
い

そ
う
だ
っ
た
。

「
緊
張
し
て
る
？
」

　

ふ
い
に
右
側
か
ら
声
が
聞
こ
え
た
。

平
均
的
な
高
さ
の
、
ざ
ら
つ
き
を
感

じ
る
声
。「
た
行
」
の
発
音
が
や
や
甘

い
。
水
城
だ
、
と
す
ぐ
に
分
か
っ
た
。

「
少
し
だ
け
ね
。
他
の
高
校
も
全
部
レ

ベ
ル
高
く
て
、
自
信
な
い
な
ぁ
」

「
大
丈
夫
だ
っ
て
、
綾
野
が
何
回
も
何

回
も
練
り
直
し
た
作
品
な
ん
だ
か
ら
」

「
そ
う
だ
よ
。
私
も
、
ド
ラ
マ
は
行
け

る
と
思
う
」

　

同
じ
く
三
年
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
班
、
穂

高
が
横
か
ら
早
口
で
捲
し
立
て
た
。
ハ

キ
ハ
キ
と
歯
切
れ
の
い
い
声
は
、
無
意

識
に
「
も
っ
と
聞
い
て
い
た
い
」
と
思

わ
せ
る
。
穂
高
も
共
に
県
大
会
ま
で
駒

を
進
め
た
仲
間
で
、
大
会
三
日
目
の
今

日
、
発
表
を
終
え
た
。
肩
の
荷
が
降
り

た
の
か
、
声
に
は
安
堵
と
隠
し
き
れ
な

い
緊
張
が
滲
ん
で
い
る
。

「
発
表
っ
て
何
時
か
ら
だ
っ
け
？
」

「
五
時
か
ら
。
今
は
四
時
手
前
だ
か

ら
、
結
構
時
間
あ
る
よ
。
他
校
と
の
交

流
時
間
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
る
」

　

水
城
が
答
え
た
。
な
る
ほ
ど
、
だ
か

ら
こ
ん
な
に
も
周
り
が
騒
が
し
い
の

か
。

「
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
に
も
何
個
か
質
問
き

て
た
と
思
う
け
ど
」

「
そ
う
な
の
？　

大
会
終
わ
っ
て
か
ら

ま
と
め
て
メ
ー
ル
し
よ
う
か
な
。
他
校

と
批
評
し
合
う
気
力
な
ん
て
残
っ
て
な

い
」

　

綾
野
は
笑
っ
た
。
結
果
発
表
を
前
に

し
て
、
ラ
イ
バ
ル
校
の
生
徒
と
フ
レ
ン

ド
リ
ー
に
交
流
で
き
る
人
達
は
本
当
に

す
ご
い
。
素
直
に
そ
う
思
っ
た
。
発
表

を
終
え
た
時
点
で
結
果
は
決
ま
っ
て
い

る
と
言
い
聞
か
せ
て
も
、
自
分
は
全
く

吹
っ
切
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
私
、
交
流
行
っ
て
き
て
も
い
い
？　

あ
そ
こ
の
高
校
に
発
声
の
コ
ツ
聞
い
て

き
た
い
」

　

う
ず
う
ず
と
興
奮
を
抑
え
き
れ
な
い

様
子
で
、
穂
高
が
問
う
た
。
あ
そ
こ
、

と
い
う
の
が
ど
こ
を
指
す
の
か
綾
野
に

は
分
か
ら
な
い
が
、
快
く
了
承
す
る
。

彼
女
が
席
を
離
れ
る
と
、
そ
れ
を
皮
切

り
に
し
て
他
の
部
員
も
ち
ら
ほ
ら
と
席

を
立
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
衣
擦
れ
の
音

が
重
な
る
。

　

最
終
的
に
は
席
に
一
人
残
さ
れ
た

が
、
綾
野
に
と
っ
て
は
好
都
合
だ
っ

た
。
結
果
発
表
前
、
加
え
て
三
年
生
引

退
前
最
後
の
大
会
と
い
う
の
も
あ
り
、

非
常
に
ナ
ー
バ
ス
な
状
態
な
の
だ
。
放

っ
て
お
か
れ
る
方
が
今
は
か
え
っ
て
心

地
が
よ
い
。

　

綾
野
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
中
を
漁

っ
て
、
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
ふ
た
つ
取

短
篇
小
説
の
部
　
最
優
秀
賞

歓
声.m

p3

西
尾
実
優
さ
ん
（
北
海
道
・
札
幌
啓
成
高
３
年
）

第
27
回
全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト

り
出
し
た
。
そ
の
う
ち
片
方
に
巻
き
付

い
て
い
る
有
線
イ
ヤ
ホ
ン
を
ぐ
る
ぐ
る

解
い
て
、
き
ち
ん
と
接
続
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
で
な
ぞ
っ
て
確
か
め
る
。
結

果
発
表
ま
で
は
、
ま
だ
か
な
り
あ
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
ま
で
き
っ
と
部
員
も
戻
っ

て
は
こ
な
い
。
深
く
背
も
た
れ
に
体
重

を
乗
せ
る
よ
う
に
座
り
直
し
、
再
生
ボ

タ
ン
を
押
す
。

◇

『
時
刻
は
午
後
十
時
で
す
。
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
―
―
…
…
』

　

ぶ
つ
、
ぶ
つ
と
微
か
な
ノ
イ
ズ
と
、

低
く
て
落
ち
着
き
の
あ
る
男
性
の
声
が

鼓
膜
を
揺
ら
す
。
流
れ
出
し
た
の
は
、

あ
る
ラ
ジ
オ
番
組
の
録
音
だ
。
今
と
な

っ
て
は
終
了
し
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の

の
、
こ
の
番
組
が
綾
野
の
一
番
の
お
気

に
入
り
だ
っ
た
。
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は

先
程
の
男
性
一
人
の
み
で
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
語
り
口
調
の
ま
ま
淡
々
と
駄
弁

る
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
流
行
り
の
音
楽
も
雑
誌
の
話
も
何

も
な
く
て
、
た
だ
他
愛
な
い
日
々
の
報

告
や
、
全
国
各
地
に
潜
む
リ
ス
ナ
ー
の

近
況
報
告
な
ど
を
ず
っ
と
囁
く
よ
う
に

読
み
上
げ
、
答
え
て
い
る
だ
け
だ
。
何

が
面
白
い
の
？　

と
母
に
は
苦
い
顔
を

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
綾
野
の
性
に

は
合
っ
て
い
た
。

　

ラ
ジ
オ
は
い
い
も
の
だ
っ
た
。
辛
い

と
き
、
悲
し
い
と
き
―
―
姿
の
見
え
な

い
「
誰
か
」
に
向
け
て
、
た
っ
た
一
人

で
語
り
続
け
る
人
が
い
る
。
そ
の
姿
は

あ
ま
り
に
健
気
で
美
し
い
。
そ
ん
な
彼

ら
の
存
在
は
、
ふ
と
し
た
と
き
に
押
し

寄
せ
る
憂
鬱
か
ら
常
に
綾
野
の
心
を
救

っ
た
の
だ
。

『
こ
の
番
組
は
今
日
で
終
了
、
で
す
け

れ
ど
も
ね
、
ま
た
再
来
週
？　

か
ら
僕

の
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
音
声
ド
ラ

マ
の
方
が
始
ま
り
ま
す
の
で
―
―
』

　

数
あ
る
ラ
ジ
オ
番
組
の
中
で
も
、
綾

野
が
最
も
魅
せ
ら
れ
た
の
は
ラ
ジ
オ
ド

ラ
マ
だ
っ
た
。

　

好
き
だ
っ
た
あ
の
番
組
、
そ
の
最
終

回
で
宣
伝
を
聞
き
、
綾
野
は
彼
が
脚
本

家
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
知

っ
て
か
ら
、
興
味
が
移
る
ま
で
は
早
か

っ
た
。
Ｓ
Ｅ
や
間
合
い
な
ど
と
い
っ
た

些
細
な
も
の
が
互
い
に
影
響
を
受
け
、

一
つ
の
場
面
が
完
成
す
る
。
映
像
の
あ

る
、
世
間
一
般
的
な
ド
ラ
マ
の
類
を
初

め
か
ら
諦
め
て
き
た
綾
野
に
と
っ
て
、

こ
れ
ほ
ど
自
身
の
空
白
を
満
た
す
も
の

は
な
か
っ
た
。
ガ
ラ
ス
越
し
の
透
明
な

世
界
に
、
よ
う
や
く
光
が
差
し
た
気
が

し
た
。

『
一
年
三
組
の
綾
野
で
す
。
目
が
見
え

ま
せ
ん
。
ラ
ジ
オ
を
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
』

　

二
年
前
の
自
分
の
声
は
、
心
做
し
か

少
し
幼
い
。
放
送
部
の
皆
の
前
で
初
め

て
自
己
紹
介
を
し
た
と
き
の
音
声
だ
っ

た
。

　

幸
運
な
こ
と
に
、
綾
野
は
非
常
に
耳

が
よ
か
っ
た
。
本
来
は
視
力
に
回
る
は

ず
だ
っ
た
要
領
が
聴
力
に
集
中
し
た
の

だ
ろ
う
。
音
の
反
響
な
ど
を
聞
き
取
る

だ
け
で
な
く
、
相
手
の
声
か
ら
感
情
や

体
調
と
い
っ
た
も
の
を
汲
み
取
る
の
も

得
意
だ
っ
た
。

『
制
作
班
の
三
木
で
す
。
綾
野
ち
ゃ
ん

に
し
か
見
え
な
い
も
の
が
あ
る
は
ず
だ

か
ら
、
是
非
積
極
的
に
ラ
ジ
オ
制
作
に

携
わ
っ
て
欲
し
い
。
よ
ろ
し
く
ね
』

　

一
つ
上
の
三
木
は
そ
ん
な
綾
野
の
能

力
を
高
く
評
価
し
て
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
・

朗
読
班
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
う
役

割
を
与
え
た
。
そ
れ
か
ら
シ
ナ
リ
オ
の

書
き
方
を
教
え
て
く
れ
た
の
も
、
他
な

ら
ぬ
三
木
だ
っ
た
。

『
ダ
メ
だ
っ
た
な
―
―
え
、
何
？　

悲

し
く
な
い
の
か
っ
て
…
…
そ
ん
な
の
な

い
な
い
。
綾
野
、
手
伝
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
お
前
は
い
い
部
員
に
な
る

よ
、
き
っ
と
』

　

三
木
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
は
全
国
大
会

に
進
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
三

木
が
結
果
に
落
胆
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
、
綾
野
も
悲
し
く
は
な

か
っ
た
。「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
礼
を
述
べ
た
三
木
の
鼻
声
は
、

か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
澄
み
渡
っ
て
い

た
。
見
え
な
い
が
、
涙
も
笑
顔
も
き
っ

と
同
じ
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

過
去
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
綾
野

は
次
々
と
音
声
を
流
し
て
い
く
。

『
じ
ゃ
あ
、
部
長
か
ら
一
言
。
残
念
な

が
ら
県
大
会
突
破
と
は
な
ら
な
か
っ
た

け
ど
―
―
…
…
』

　

自
分
た
ち
が
二
年
生
の
と
き
。

『
ね
え
、
次
の
ド
ラ
マ
ど
う
す
る
？
』

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
記
録
。

『「
も
っ
と
、
あ
な
た
と
く
だ
ら
な
い

話
が
し
た
い
よ
」』

　

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
中
。

『
こ
こ
、
も
う
ち
ょ
っ
と
Ｓ
Ｅ
が
大
き

い
方
が
い
い
か
も
ね
。
ボ
ー
ル
が
ぶ
つ

か
る
シ
ー
ン
で
し
ょ
う
？
』

　

顧
問
の
先
生
へ
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を

通
す
と
き
。

『
明
日
、
頑
張
ろ
う
ね
、』

　

つ
い
一
昨
日
の
デ
ー
タ
。
自
分
の

声
。

　

そ
の
次
は
ま
だ
、
何
も
な
か
っ
た
。

◇

　

イ
ヤ
ホ
ン
を
外
す
と
、
外
界
の
喧
騒

が
一
気
に
押
し
寄
せ
て
耳
が
キ
ン
と
痛

ん
だ
。
知
ら
な
い
う
ち
に
、
傍
に
座
る

人
々
の
気
配
が
帰
っ
て
き
て
い
る
。

「
ど
う
だ
っ
た
？　

交
流
会
は
」

「
み
ん
な
ラ
ジ
オ
褒
め
て
た
よ
。
綾
野

も
来
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」

　

水
城
が
苦
笑
す
る
。
行
き
た
い
気
持

ち
は
あ
っ
た
が
、
今
な
お
心
臓
が
強
く

速
く
打
っ
て
い
る
の
を
考
慮
す
る
と
、

こ
の
ま
ま
で
正
解
だ
っ
た
と
も
思
う
。

　

結
果
発
表
ま
で
あ
と
五
分
。
会
場
が

ざ
わ
め
き
出
す
。
綾
野
は
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
し
ま
っ

た
。「
あ
の
さ
、」

「
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
っ
て
、
世
界
を
創
っ

て
る
！　

っ
て
感
じ
だ
よ
ね
」

　

唐
突
な
発
言
に
、
空
気
が
揺
ら
ぐ
の

が
分
か
っ
た
。
自
分
で
言
っ
て
、
何
ポ

エ
ム
み
た
い
な
こ
と
言
っ
て
ん
だ
、
と

笑
い
が
込
み
上
げ
て
く
る
。
で
も
、
誰

も
そ
れ
を
馬
鹿
に
は
し
な
か
っ
た
。
返

っ
て
き
た
の
は
、「
世
界
？
」
と
い
う

後
輩
の
呟
き
だ
け
。

「
初
め
は
セ
リ
フ
し
か
な
い
の
に
、
足

白
い
花
び
ら

井
之
川
帆
南
さ
ん
（
神
奈
川
・
湘
南
高
３
年
）

夏
の
黒
に
そ
の
白
は
よ
く
映
え
た

首
筋
が
炭
酸
を
飲
み
干
す
や
う
に
震
へ
る

私
の
家
の
裏
山
に
や
つ
て
く
る
蛾
の
大
群
が

私
は
大
嫌
い
だ
つ
た

し
か
し
ど
う
だ
ら
う
、
か
つ
て
の
博
学
才
穎
も
眉
目
秀
麗
な
王
子
も
獣
に
堕
ち
た

す
べ
て
の
生
き
物
が
も
し
も
い
つ
か
貴
き
人
間
で
あ
つ
た
と
し
た
ら

私
や
み
な
と
同
じ
や
う
に
息
を
し
て
ゐ
た
と
し
た
ら

ど
う
し
て
君
を
突
き
放
せ
よ
う

大
群
で
や
つ
て
き
た
蛾
た
ち
は
大
量
に
花
び
ら
の
ご
と
く
舞
ひ
落
ち
る

ま
た
ひ
と
ひ
ら
、
君
は
も
う
二
度
と
空
へ
届
か
な
い

不
可
解
な
ほ
ど
に
温
か
い
車
の
ラ
イ
ト
が

徐
々
に
光
を
強
め
る

白
い
花
び
ら
は
そ
の
や
は
ら
か
な
輪
郭
を

徐
々
に
は
つ
き
り
と
さ
せ
る

何
度
も
何
度
も
羽
を

何
度
も
何
度
も

何
度
も
何
度
も

そ
れ
は
美
し
く
透
き
と
ほ
つ
て
ゐ
た

光
は
突
然
に
消
え
る

エ
ン
ジ
ン
音
は
過
ぎ
て
ふ
た
た
び
の
静
寂

君
は
地
か
ら
動
け
ず
し
て

小
さ
な
風
を
受
け
微
細
に
振
れ
る

な
ん
と
も
な
ん
と
も
羽
は

な
ん
と
も
な
ん
と
も

な
ん
と
も
な
ん
と
も

美
し
く

濁
つ
て
ゐ
た

血
は
流
れ
な
か
つ
た
、
ゆ
え
そ
こ
に
潤
ひ
は
な
い

私
に
は
そ
れ
が
ど
う
も
苦
し
く
寂
し
く
思
へ
て
な
ら
な
い
の
だ

　

わ
た
し
の
こ
と
で
な
い
の
だ
が

　

な
ぜ
こ
う
お
ち
る
こ
の
な
み
だ

　

ふ
み
く
だ
か
れ
た
き
み
よ
き
け

「
よ
は
な
れ
の
み
の
う
き
よ
か
は
」

夏
の
黒
に
そ
の
ま
つ
し
ろ

4

4

4

4

は
よ
く
映
え
た

蛾
の
大
群
は
私
の
家
の
裏
山
に

今
年
も
や
つ
て
く
る

蓮
沼
徳
仁
さ
ん
（
東
京
・
巣
鴨
高
１
年
）

鳥
達
よ　

祖
父
は
も
う
来
な
い　

こ
の
庭
に　

最
後
の
枇
杷
を　

共
に
食
べ
よ
う

短
歌
の
部　
最
優
秀
賞

俳
句
の
部　
最
優
秀
賞

彗
星
の　

軌
道
の
逸
れ
て　

切
子
か
な

植
原
拓
巳
さ
ん
（
群
馬
・
高
崎
高
２
年
）

現
代
詩
の
部　
最
優
秀
賞
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学
校
の
勉
強
以
外
に
も
多
く
の
時
間

を
割
け
る
高
２
の
夏
、
何
か
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
、
担
任
の
先
生
か
ら
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
の
案
内
を
受
け
た
。
私
は
自
分
の
住

む
地
域
が
大
好
き
だ
が
、
中
学
か
ら
少

し
離
れ
た
学
校
に
通
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
詳
し
く
知
ら
な
い
部
分
が
多
く

あ
っ
た
た
め
、
地
元
に
つ
い
て
学
ぶ
き

っ
か
け
に
な
る
と
思
い
、
応
募
に
至
っ

た
。

　

エ
イ
サ
ー
と
は
、
沖
縄
本
島
お
よ
び

そ
の
周
辺
離
島
で
、
旧
暦
７
月
の
盆
の

時
期
に
先
祖
供
養
の
た
め
に
地
域
の
若

者
達
に
よ
っ
て
踊
ら
れ
る
芸
能
で
あ

る
。

　

こ
の
研
究
で
は
、
沖
縄
市
を
代
表
す

る
エ
イ
サ
ー
の
ひ
と
つ
で
あ
る
園
田
青

年
会
と
、
43
年
前
に
中
断
す
る
も
５
年

前
に
復
活
を
果
た
し
た
宮
里
青
年
部
と

い
う
対
照
的
な
２
つ
の
青
年
会
へ
の
聞

き
取
り
を
も
と
に
、【
ど
の
よ
う
に
伝

統
を
継
承
し
て
い
る
の
か
】【
伝
統
継

承
の
上
で
大
切
な
こ
と
は
何
か
】【
エ

イ
サ
ー
の
今
後
】
に
つ
い
て
ま
と
め
、

考
察
し
た
。

　

聞
き
取
り
に
よ
り
、
同
じ
沖
縄
市
と

い
う
地
域
で
エ
イ
サ
ー
を
踊
っ
て
い
る

団
体
で
も
、
人
が
入
っ
て
く
る
き
っ
か

け
や
資
金
源
、
踊
り
手
の
意
思
に
違
い

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
園
田
青
年

会
は
長
年
続
い
て
き
た
伝
統
と
、
そ
れ

を
引
き
継
ぐ
プ
ラ
イ
ド
が
そ
の
根
幹
と

な
っ
て
い
る
一
方
、
宮
里
青
年
部
は
地

域
に
密
着
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ

っ
た
。
以
下
、
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
考
察
を
整
理
す
る
。

【
ど
の
よ
う
に
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
か
】

　

園
田
青
年
会
へ
の
聞
き
取
り
に
よ

り
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
の
現
役
同
士
の

指
導
に
加
え
、
60
代
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
指

導
も
行
う
こ
と
で
、
昔
か
ら
の
型
を
そ

の
ま
ま
保
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

【
伝
統
継
承
の
上
で
大
切
な
こ
と
】

①
地
域
か
ら
の
信
頼　

ウ
チ
ソ
ト
意
識

が
強
い
沖
縄
県
に
お
い
て
、
字
ご
と
の

エ
イ
サ
ー
は
、
地
域
間
の
意
識
に
直
接

影
響
を
与
え
る
。
エ
イ
サ
ー
は
大
き
な

音
や
交
通
整
備
を
伴
う
た
め
、
地
域
の

方
の
理
解
な
し
に
は
で
き
な
い
。

②
踊
り
手
へ
の
配
慮　

昔
は
、
各
青
年

会
に
エ
イ
サ
ー
に
参
加
し
な
け
れ
ば
罰

則
と
い
う
制
度
も
あ
っ
た
が
、
今
は
両

青
年
会
と
も
に
踊
り
手
へ
の
負
担
を
配

慮
し
て
活
動
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

変
化
の
背
景
に
は
、
昔
と
比
べ
娯
楽
が

増
え
た
こ
と
が
あ
る
と
推
測
す
る
。

③
記
録
に
残
す
こ
と　

宮
里
青
年
部
は

復
活
に
際
し
て
、
43
年
前
に
活
動
し
て

い
た
頃
の
記
録
が
な
か
っ
た
た
め
楽
譜

と
歌
詞
、
踊
り
を
準
備
す
る
の
に
１
年

を
要
し
た
。
伝
統
を
次
世
代
に
継
承
し

て
い
く
た
め
に
、
曲
や
踊
り
を
記
録
に

残
し
て
い
く
べ
き
だ
。

【
エ
イ
サ
ー
の
今
後
に
つ
い
て
】

　

最
も
重
要
な
課
題
は
騒
音
問
題
だ
。

一
夏
の
間
、
練
習
は
22
時
頃
ま
で
続

き
、
旧
盆
の
際
に
は
２
〜
３
時
ま
で
演

舞
を
す
る
こ
と
も
多
い
。
地
域
か
ら
の

信
頼
が
不
可
欠
な
エ
イ
サ
ー
に
お
い

て
、
青
年
会
と
地
域
の
折
り
合
い
が
求

め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
若
者
の
学
び
の
場
」
と
し

て
の
新
た
な
側
面
を
持
ち
つ
つ
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
青
年
会
に
は
血
気
盛
ん

な
若
者
が
多
く
集
ま
る
た
め
、
ト
ラ
ブ

ル
も
多
く
起
こ
る
が
、
同
時
に
縦
や
横

の
つ
な
が
り
を
作
り
、
地
域
と
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
で
、
踊
り
手
は
多
く
の
こ

と
を
学
べ
る
は
ず
だ
。

　

今
後
は
、
騒
音
問
題
に
つ
い
て
、
県

民
の
意
識
や
各
青
年
会
の
対
策
を
調
査

し
た
り
、
現
在
活
動
を
中
断
し
て
い
る

青
年
会
の
経
緯
な
ど
を
調
べ
た
り
し

て
、
エ
イ
サ
ー
の
発
展
に
つ
な
が
る
活

動
を
し
て
い
き
た
い
。

　

私
は
郷
土
研
究
を
趣
味
の
範
疇
と
し

て
行
っ
て
い
た
が
、
高
校
に
進
学
し
た

こ
と
で
高
校
生
を
対
象
と
し
た
郷
土
研

究
に
関
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
を
見
つ
け
た

こ
と
が
応
募
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

初
め
て
の
応
募
だ
っ
た
が
、
中
学
時
代

に
力
を
入
れ
て
研
究
し
て
い
た
杉
田
用

水
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）
と
そ
の
利
用

集
落
の
歴
史
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の

を
応
募
し
た
。

　

研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
杉
田
用
水
と
そ

の
利
用
集
落
の
歴
史
に
つ
い
て
の
先
行

研
究
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら

は
物
語
的
・
伝
説
的
要
素
が
強
く
、
あ

ま
り
参
考
に
な
る
と
は
い
え
な
い
も
の

だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
調
査
で
は
市

立
図
書
館
に
行
っ
て
明
治
〜
昭
和
期
の

公
文
書
を
閲
覧
し
た
り
、「
安
養
寺
」

と
い
う
杉
田
用
水
と
深
く
関
わ
り
の
あ

る
寺
に
通
っ
て
古
文
書
を
閲
覧
・
ス
キ

ャ
ン
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
、
ま
ず

は
一
次
史
料
の
収
集
を
す
る
こ
と
か
ら

始
め
た
。

　

次
に
、
現
地
調
査
で
は
地
元
の
方
へ

の
聞
き
取
り
調
査
の
ほ
か
、
杉
田
用
水

の
痕
跡
の
調
査
や
石
造
文
化
財
を
一
基

一
基
確
認
し
て
そ
れ
に
何
が
銘
文
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ

た
。
ま
た
、
こ
こ
で
杉
田
用
水
に
関
す

る
『
沿
革
誌
』
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
紛
失
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

調
査
は
難
航
し
た
。

　

杉
田
用
水
を
調
査
す
る
に
当
り
、
最

初
に
調
べ
た
こ
と
は
調
べ
る
契
機
と
な

っ
た
石
碑
の
調
査
だ
。
そ
こ
で
、
こ
の

　

こ
れ
ま
で
、
松
山
市
小
野
谷
地
区
を

中
心
に
地
区
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が

ら
聞
き
取
り
調
査
を
中
心
に
研
究
を
進

め
て
き
た
が
、
小
町
伝
承
は
全
国
的
に

伝
播
し
て
い
る
伝
承
で
あ
る
た
め
、
以

前
か
ら
全
国
的
視
野
で
の
調
査
を
す
る

必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
今
年

度
は
、
他
県
に
伝
わ
る
小
町
伝
承
に
つ

い
て
も
精
査
し
、
全
国
的
視
野
か
ら
小

野
谷
の
小
町
伝
承
に
つ
い
て
の
解
明
を

図
っ
た
。

　

ま
ず
、
小
町
伝
承
の
伝
播
者
は
寺
院

の
宗
派
お
よ
び
本
尊
に
関
係
な
く
全
国

の
寺
社
に
伝
え
て
い
た
と
い
う
調
査
結

果
か
ら
、
伝
播
者
の
宗
教
性
が
薄
い
こ

と
が
分
か
り
、「
小
町
と
薬
師
如
来
の

霊
験
談
」
を
伝
え
た
語
り
部
は
、
薬
師

信
仰
を
広
め
る
と
い
う
宗
教
的
目
的
よ

り
も
、
小
町
伝
承
を
村
々
に
入
る
手
段

と
し
て
活
用
し
、
む
し
ろ
、
旅
す
る
中

で
日
々
の
生
計
を
立
て
る
た
め
に
全
国

を
流
浪
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
高
い
と

推
測
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
私
た
ち
は
、

梅
元
寺
お
よ
び
全
国
の
寺
社
に
小
町
伝

承
を
伝
え
た
伝
播
者
は
、
名
も
な
い
俗ぞく

聖ひじ
りの
女
性
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
結
論
付
け
た
。

　

次
に
、
小
野
谷
に
小
町
伝
承
が
伝

わ
っ
た
時
期
に
つ
い
て
再
検
討
し
、

伝
承
の
伝
播
時
期
は
、
小
町
伝
承
の

重
要
構
成
要
素
で
あ
る
「
南
無
薬
師
の

歌
」
伝
承
の
伝
播
状
況
を
た
ど
れ
ば
解

明
で
き
る
と
考
え
た
。
ま
ず
、
全
国
に

伝
わ
る
小
町
伝
承
の
成
立
時
期
は
、
最

折
口
信
夫
賞
・
地
域
文
化
究
部
門
（
個
人
）
最
優
秀
賞

地
域
民
話
研
究
部
門
（
個
人
）
最
優
秀
賞

地
域
民
話
研
究
部
門
（
団
体
）
最
優
秀
賞

エ
イ
サ
ー
に
学
ぶ
伝
統
文
化
の
継
承

〜
園
田
青
年
会
と
宮
里
青
年
部
へ
の

 

聞
き
取
り
を
中
心
に
〜

盛
根
悠
生
さ
ん
（
沖
縄
・
昭
和
薬
科
大
附
属
高
２
年
）

口
伝
と
史
料
か
ら
紐
解
く
杉
田
用
水
物
語

の
史
実
―
恩
智
養
宗
和
尚
の
光
と
影
―

伊
予
の
国
小
野
谷
に
残
る
小
町
伝
承
の
謎
を

解
く
３
〜
第
二
の
小
町
伝
承
を
求
め
て
〜

渡
邉
正
太
郎
さ
ん
（
静
岡
・
富
士
高
１
年
）

愛
媛
・
松
山
北
高　

郷
土
研
究
部

第
19
回「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」コ
ン
テ
ス
ト

音
の
Ｓ
Ｅ
を
入
れ
た
ら
、
登
場
人
物
が

歩
き
出
す
で
し
ょ
。
さ
ら
に
雨
の
音
を

追
加
し
た
ら
、
そ
こ
に
は
雨
が
降
る
。

そ
う
し
て
世
界
が
で
き
る
の
、
箱
庭
み

た
い
に
。
白
紙
に
付
箋
を
貼
る
み
た
い

に
」

　

ド
ラ
マ
は
一
人
じ
ゃ
作
れ
な
い
か

ら
。
私
、
こ
の
仕
事
で
き
て
よ
か
っ
た

な
あ
、
な
ん
て
。

　

次
の
瞬
間
、
誰
か
に
抱
き
し
め
ら
れ

る
感
触
が
し
て
綾
野
は
驚
い
た
。「
い

い
こ
と
言
う
じ
ゃ
ん
」
と
高
い
声
を
上

げ
る
の
を
聞
い
て
よ
う
や
く
、
そ
れ
が

穂
高
だ
と
分
か
っ
た
。
同
級
生
の
細
い

腕
の
中
で
、
綾
野
は
小
さ
く
息
を
つ

く
。

　

こ
ん
な
身
体
だ
か
ら
無
理
だ
っ
て
諦

め
て
、
全
部
、
逃
げ
て
き
た
ん
だ
け

ど
。
こ
れ
ば
っ
か
り
は
違
う
か
ら
全
力

な
ん
だ
。

　

光
を
持
た
ず
に
生
ま
れ
た
こ
と
。
欠

か
さ
ず
聴
き
続
け
て
き
た
ラ
ジ
オ
番

組
。
出
場
し
続
け
て
き
た
大
会
。
全
て

が
私
の
精
神
と
地
続
き
に
な
っ
て
、
今

日
の
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
願
わ
く
は

自
分
も
、
あ
の
よ
う
に
澄
ん
だ
声
で

「
や
り
切
っ
た
」
と
言
え
た
な
ら
。
か

つ
て
夢
を
見
せ
た
脚
本
家
の
よ
う
に
で

き
た
ら
。
私
の
何
か
は
変
わ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

ブ
ザ
ー
が
鳴
っ
て
、
照
明
が
ふ
っ
と

落
ち
る
。
会
場
内
は
水
を
打
っ
た
よ
う

に
静
ま
り
返
っ
た
。
そ
れ
か
ら
再
度
、

ス
テ
ー
ジ
の
照
明
が
点
く
。

　

コ
ツ
コ
ツ
と
靴
音
を
鳴
ら
し
て
出
て

き
た
男
性
が
挨
拶
の
言
葉
を
述
べ
る
。

そ
の
声
は
、
何
度
も
何
度
も
聞
い
た
、

柔
ら
か
く
淡
々
と
語
り
か
け
る
も
の
。

　

綾
野
は
録
音
ボ
タ
ン
を
押
す
。
マ
イ

ク
を
吹
く
息
、
空
気
の
震
え
、
会
場
全

体
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
緊
張
の

糸
。

「
そ
れ
で
は
結
果
発
表
に
移
り
ま
す
。

ま
ず
は
―
―
」

　

祈
る
よ
う
な
形
で
、
綾
野
は
静
か
に

目
を
閉
じ
た
。
そ
の
透
明
な
瞼
の
裏
側

に
、
世
界
は
ど
こ
ま
で
も
広
が
っ
て
い

た
。

石
碑
は
隣
村
の
安
養
寺
か
ら
引
水
さ
れ

た
水
道
の
記
念
碑
と
い
う
こ
と
が
分
か

っ
た
。

　

次
の
調
査
で
は
そ
の
安
養
寺
に
向
か

い
、
そ
こ
で
杉
田
用
水
と
和
尚
の
物
語

を
知
っ
た
た
め
、
こ
の
物
語
に
つ
い
て

の
文
献
、
新
聞
記
事
を
市
立
図
書
館
な

ど
で
収
集
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
杉
田

用
水
成
立
の
背
景
を
知
る
た
め
に
用
水

利
用
集
落
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
の
後
、
物
語
の
概
要
と
杉
田
用
水

の
背
景
を
掴
ん
だ
う
え
で
、
再
度
寺
の

古
文
書
か
ら
杉
田
用
水
や
和
尚
の
物
語

に
関
す
る
も
の
を
探
し
出
し
て
古
文
書

の
目
録
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
古
文
書
と
新
聞
記
事
の
中
に
あ
っ

た
古
文
書
の
内
容
を
組
み
合
わ
せ
て
史

実
を
確
か
め
、
物
語
と
の
相
違
点
と
そ

の
伝
わ
り
方
を
研
究
し
た
。

　

最
後
に
、
杉
田
用
水
が
集
落
の
住
民

に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
、
ど
の
よ
う

に
管
理
さ
れ
て
き
た
の
か
を
調
査
。
こ

こ
で
も
市
立
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
古
文
書
や
地
元
の
方
へ
の
聞
き
取
り

調
査
か
ら
、
村
当
局
か
ら
用
水
の
維
持

に
ど
の
よ
う
な
補
助
が
出
て
い
た
の

か
、
用
水
の
改
築
工
事
は
何
回
、
い
つ

あ
っ
た
の
か
を
調
査
し
た
。

　

今
後
の
課
題
に
は
、
杉
田
用
水
利
用

集
落
の
歴
史
と
そ
の
考
察
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
突
き
詰
め
て
い
く
こ
と
に
あ
る

と
感
じ
た
。
今
回
は
地
元
の
方
々
へ
の

聞
き
取
り
調
査
が
時
間
的
な
条
件
か
ら

消
化
不
良
の
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
い
、

石
造
文
化
財
の
調
査
も
目
録
が
30
年
前

の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
作
り
直
そ
う

と
し
て
始
め
た
の
だ
が
、
こ
れ
も
時
間

的
に
納
得
の
い
く
よ
う
に
終
わ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
課
題
達
成
の
た

め
、
聞
き
取
り
調
査
や
石
造
文
化
財
の

調
査
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　今回のコンテスト入賞作品を掲載した
『全国高校生創作コンテスト入賞作品集』
と『「地域の伝承文化に学ぶ」コンテスト
入賞作品集』を２月下旬に刊行します。両
作品集とも国学院大学広報課の窓口で先着
順に無料配布いたします。発送をご希望の
方も受け付けますので、希望部数と送付先
をご連絡ください。
　創作コンテストの短篇小説部門は佳作ま
での作品を、現代詩・短歌・俳句の３部門
は入選までの全作品を収録しています。な
お、今号掲載の「地域の伝承文化に学ぶ」
コンテストのリポートは作品集に掲載する
文章を再編集したものです。詳しくは作品
集をご覧ください。

総合企画部広報課（☎03・5466・0130）

高校生向けコンテスト

問

「入賞作品集」を刊行

両コンテストの受賞作品一覧は
大学HPでご覧いただけます

古
の
「
南
無
薬
師
の
歌
」
伝
承
の
記
録

で
あ
る
安
楽
庵
策
伝
和
尚
の
『
醒
睡

笑
』
が
京
都
で
発
刊
さ
れ
た
寛
永
５

（
1
6
2
8
）
年
以
降
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、『
伊
予
温
故
録
』
と
い
う

明
治
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
地
元
の
地
誌

の
「
正
観
寺
」
の
項
に
は
、「
天
和
元

年
、
村
民
の
望
に
依
て
今
の
地
に
薬
師

を
移
す
、
寺
号
を
正
観
寺
と
改
め
た

り
、」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
松
山
市
小

野
谷
に
小
町
伝
承
が
伝
わ
っ
た
の
は
、

小
野
谷
・
梅
元
寺
の
小
野
薬
師
が
梅
元

寺
か
ら
北
梅
本
・
正
観
寺
に
移
さ
れ
た

天
和
元
（
1
6
8
1
）
年
ま
で
の
間
で

あ
る
と
推
測
さ
れ
、
伝
承
の
伝
播
時
期

は
寛
永
５
年
か
ら
天
和
元
年
ま
で
の
53

年
間
に
絞
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

で
、
小
町
伝
承
が
松
山
市
小
野
谷
に
伝

わ
っ
た
時
期
は
寛
永
年
間
か
ら
天
和
年

間
の
江
戸
時
代
初
期
で
あ
り
、
こ
の
時

期
に
南
無
薬
師
伝
承
お
よ
び
小
町
伝
承

が
全
国
に
伝
播
し
て
い
く
流
れ
の
中

で
、
小
野
谷
に
も
小
町
伝
承
が
伝
え
ら

れ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
は
３
年
間
か
け

て
、
小
野
谷
地
区
の
方
々
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
小
野
谷
の
小
町
伝
承
の
謎
解

明
に
つ
い
て
挑
戦
し
て
き
た
。
特
に
今

年
度
は
全
国
的
視
野
か
ら
の
調
査
研
究

を
行
い
、
小
野
谷
地
区
で
の
聞
き
取
り

調
査
の
み
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
も
解
明
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
消
え
か
か
っ
て
い
た
小
町

伝
承
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
地
元
の
小

野
小
学
校
や
、
本
校
の
芸
術
文
化
発
表

会
に
て
小
野
小
町
の
演
劇
を
披
露
。
松

山
地
区
の
幅
広
い
世
代
の
方
々
に
小
野

小
町
伝
承
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
良

い
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
小

野
地
区
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
語

り
手
の
減
少
と
と
も
に
伝
承
が
消
え
つ

つ
あ
る
が
、
先
人
が
伝
え
て
き
た
素
晴

ら
し
い
小
町
伝
承
を
後
世
に
語
り
継
い

で
い
く
た
め
に
、
若
い
世
代
と
し
て
で

き
う
る
限
り
の
尽
力
を
し
、
小
町
伝
承

の
復
活
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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　齋藤璃乃さんは、今年１月まで全学応援団の歴史
の中で初の女性団長を務めた。応援との出会いは高
校時代。吹奏楽部で野球の応援を経験してから、夢
中になったという。大学では「幼い頃から習ってい
たバレエの経験を生かし、ダンスと声で選手を支え
たい」と、チアリーダーを目指した。国学院大学へ
の進学は、子ども支援学科での学びはもちろんだ
が、応援団と全国トップレベルの硬式野球部の存在
も大きかったそうだ。
　齋藤さんにとって、チアリーディングは自己表現
だという。表情はもちろん、指先からつま先まで体
全体を意識して踊る。選手を元気づけられることが
やりがいだったと言うが、うれしいのは観客からの
拍手や「よかったよ」の言葉。選手が主役であるか
らこそ、自分たちの存在が認められ、喜ばれること
がうれしかった。
　全学応援団はリーダー部、ブラスバンド部、チア
リーダー部の３部構成。硬式野球部や陸上競技部の
応援のほか、学校行事での活動も行っており、長年

の応援団ファンも多い。これまで団長はリーダー部
が務めてきたため、初めてリーダー部以外の、しか
も女性団長となることを先輩たちに納得してもらう
にはどうしたらよいか、就任にあたってとても悩ん
だという。伝統を背負う責任は重かったが、大学の
名を汚さないように、そして応援団を未来につなげ
ていけるようにと必死だったと語る。
　試行錯誤を重ねながらも、齋藤さんらしく工夫し
ながら取り組んできた。
　「伝統を守ることは大前提ですが、時代に合わせ
た変化も必要です。私にできることは、上下関係を
重んじる中でも後輩が意見しやすい雰囲気をつくっ
てよく話し合うようにしたり、一人一人の頑張りを
認めたり…気配りすることだと考えて取り組んでい
ました。参加行事を増やし、他大学とのコラボを企
画するなど新しい取り組みにも挑戦しました」
　とはいえ60人近い団員をまとめるのは容易では
なかった。
　「応援団を最優先に生活してきた私とは違う価値

観をもつ団員もいます。ですが、上から押さえ付け
ることはしたくない。団長として行動する前に常に
自分自身に問いかけていたことは、『それは応援団
に必要かどうか、迷惑をかけないか、団の名前を
汚さないか』。これが私の芯なんです。芯がなけれ
ば伝わりません。理不尽なことは言わないよう心が
け、全力で取り組むことで団員のお手本になれれば
と思ってやってきました」
　応援団の活動を誇りに思い、楽しみ、半面、誰よ
りも自分を律して過ごしてきた。幹部交代した今、
その日々を振り返って思うことを聞くと「志をもっ
て、やり遂げることの大切さ。何事も自分次第だと
改めて気付きました。そして団長を務めたことで強
くなり、めげなくなりました。今は団を背負わせて
いただけたこと、そして団を次世代へつなげたこと
に感謝しています」と笑顔で語ってくれた。
　春には社会人となる齋藤さんに、心からのエール
を送りたい。

　各種大会やコンクールなどで優秀な成績を収めた
団体・個人などに贈られる「学生部長賞」を令和４
（2022）年度に受賞した畠山湧気さん。小学生時
代に書道と出会ってから、書道一筋の青春を送って
きた。全国で唯一書道科がある埼玉県立大宮光陵高
等学校に在学中、書道展に作品を出すために注力し
ていたときは、授業が始まる１～２時間前の朝練、
週８時間ある書道の授業、そして書道部の部活や書
道教室でまた練習に励むという凄まじい日々を送っ
たという。その結果、全国高等学校総合文化祭で朝
日新聞社賞・奨励賞（第３席）受賞という輝かしい
実績を残してきた。
　ところが「大学に進学してからは少し気持ちも切
り替わって……。書道は続けていましたが、自分は
書道家には向かないなと思っていました。その頃、
国語の教員にも興味を持ち始めていたのですが、そ
れまで書道一筋だったので、将来仕事にしないのな
らなぜ書道を続けているんだろう？と迷いも出てき
て。そんな時に、書道ともう一つの『人に教える』

という道が交差するきっかけがあったんです」。
　それはフィリピン出身の友人に英語で書道を教え
たことだった。もともと教えることにも興味があ
り、国学院大学に進学したのも書道と国語の双方の
教員免許が取れるからだったという畠山さん。その
友人が書道に夢中になってくれた喜びと、英語でコ
ミュニケーションすることの楽しさが相まって「外
国の人に書道を教える」という新しい道がひらけて
きたのだ。
　その友人とのやり取りで英語にも興味が湧いた畠
山さんは、国学院大学で学んでいる留学生のパート
ナーとして日本語学習や相談の相手となり支援する
「日本語パートナー」の活動に参加したり、ＳＮＳ
で海外の人との交流を楽しんだりするようになった
という。昨年８月には大学主催の「日本語教育実習
スタディツアー」で台湾へ行き、授業の一環で書道
を教える経験もした。
　「台湾は漢字文化の国ですが、意外にも書道は初
めてという生徒さんばかりで驚きました。初めて持

つ筆で、自分の好きな文字や好きなキャラクターの
名前なんかを書きながら『楽しい、楽しい』って喜
んでくれて。ああ、これが自分のやりたいことだな
と発見した気持ちでした。台湾に限らず、書道に興
味を持つ海外の人は多いです。日本語を教えなが
ら、日本文化を知ってもらうために書道を教えるこ
とができたらいいなと思い始めました」と笑顔を見
せる。
　将来は日本語学校の教師になろうかと考えている
と話してくれた畠山さん。書道を仕事にする道に進
まなくても、書道は続けていきたいそうだ。畠山さ
んにとっての書道とは何かを聞いてみると、「書道
は究極の自己表現だと思います。同じ文字を書いて
も、書く人によって書の雰囲気はまったく異なるほ
ど、その人そのものを表すもの。これからの将来何
があるか分かりませんが、もし、海外の人に書道を
教えたりするようになったら、自分の書がどう変わ
るか見てみたいですね」。

両インタビューの詳細は「国学院大学メディア」で公開中

愛する応援団の伝統を受け継ぎ、
未来に伝えていくために
齋藤璃乃さん（子支４）
　入学前から憧れていた応援団の活動にまい進し、83年の歴史をもつ全学応援団で初の女
性団長を務めた齋藤さん。チアリーダーらしい弾けるような元気と明るさをたたえた齋藤さ
んに、「応援」の魅力、団長としての覚悟やチャレンジなど、舞台裏のドラマをうかがった。

「書く」から「伝える」「教える」へ
世界の人々に書道を知ってほしい
畠山湧気さん（日文３）
　小学生の頃から書道に打ち込み、これまでに書道展で文部科学大臣賞などを受賞する快挙を成し遂
げている畠山さん。ひたすら文字を書き続けてきた畠山さんは、現在３年生。今、どんな道を思い描
いているのだろうか。




